










要約:乳児院に入所した児のうち、望まない妊娠が関与していると考えられる児の処遇の

現状と、児および親の特微、背景を明らかにするために、4 力所の乳児院を対象に調査を

行った。望まない妊娠によって出生したかどうかは、直接確認することはできないために、

入所理由から推定した。すなわち、入所理由が「遺棄」  「虐待」  「養育拒否」あるい

は「未婚」であったものとした。それぞれの乳児院において、平成 7 年 12 月末以前に退

所した児のうち、前述の入所理由のいずれかであったものを 10 名選んだ。また、これら

の児とほぼ同じ時期に退所した児をコントロール群として選んだ。調査票を作成し、入所

理由、入所年齢、退所年齢、在所期間、退所先、母親の年齢、学歴、障害の有無等につい

て調べた。その結果、望まない妊娠群とコントロール群とでは、これらの変数に大きな差

が認められ、望まない妊娠群は、すでに妊娠する以前から母親は大きな困難を負っている

ことが示唆された。乳児院での処遇においては、家庭引き取りの可能性の見極めと、家庭

引き取りに向けての援助、および家庭引き取りができないときの里親委託あるいは養子縁

組への積極的な対応が求められるといえよう。また、望まない妊娠によって生まれた児の

場合、家庭へ引き取られても、前述のように生活上の、あるいは児を養育する上での大き

な困難を力、かえていることから、慎重にフォローアップしていくことが必要と考えられ

た。


